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「第２次松平地域まちづくり構想（案）」に提出された意見と
松平地域会議 策定部会の考え方  

「第２次松平地域まちづくり構想」の策定について地域の皆様から提出いただいたご意見
と松平地域会議 策定部会の考えは下記のとおりです。 

１ 実施概要 
（１）実施期間  

２０２２年１１月１日（火）から１１月３０日（水）

（２）提出数  
総数 １０８件 

２ 意見等の内訳  

方針名 件数
住み続けたいまち 松平
方針 1-1 定住・移住の促進 ５件
方針 1-2 生活環境の向上 ４０件
笑顔あふれるまち 松平
方針 2-1 子育て環境の充実 ８件
方針 2-2 住民交流の促進 １件
方針 2-3 地域福祉の充実 ２件
安心・安全なまち 松平
方針 3-1 交通安全・防犯活動の推進 １２件
方針 3-2 地域防災力の強化 ３件
誇れるまち 松平
方針 4-1 自然との共存 １２件
方針 4-2 歴史と文化の継承・地域資源の活用 １件
その他意見 ５件

合計 ８９件

賛同などのその他ご意見 １９件
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３ 提出された意見と松平地域会議 策定部会の考え方 
※意見等の概要は、趣旨を損なわない範囲でいただいた意見を集約及び要約しています。
また、賛否の結論だけを示した意見や今回の構想と直接関係がない意見等につきまして
は、考え方は示していません。  

（１）方針 1-1 定住・移住の促進 
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
促
進

 多世代が混在できる街づくりを進
めるために大規模な団地を造るので
なく、空き家のリノベーションを進
め、若い人に魅力ある住宅に変身さ
せ、転居を勧めることはいかがでし
ょうか。 

１ 

豊田市では、松平地域の一部の小
学校区に対し、空き家の購入者、借
り手の方へリフォーム工事の一部
を補助する制度を設けています。
この制度の活用を促し、定住・移
住の促進を図ってまいります。 

住
み
た
い
と
思
う
地
域
情
報
の
発
信

 松平地域の会社に勤めている地区
外の人も多くいると思いますが、地
域にある会社に対して婚活イベント
や定住ＰＲ等はしていますか。 
結婚についても、若い人たちでも

機会があればと考えている人もいる
と思うので、事業所を交えた企画は
いかがでしょうか。 

１ 

婚活イベントや定住ＰＲ等は、現
在、地域回覧やチラシの全戸配布な
どでＰＲしており、地域の事業所へ
のＰＲは行っていません。
地域の事業所へのＰＲ及び事業
所等を交えた企画については、今後
の具体的な取組を検討する際の参
考とさせていただきます。 

もっと松平地区の魅力を発信する
構想も取り入れたらよいと感じまし
た。デジタル技術を活用し、豊田地
域で一番となるような企画と構想を
持って取り組んだら松平の魅力とし
て発信出来るのではないでしょう
か。

１ 

松平地域の魅力を伝えていくた
めに、地域の皆様の協力をいただき
ながら、事業を検討してまいりま
す。 
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宅
地
の
確
保

市街化調整区域や農地転用の規制
緩和を目指して取り組んではいかが
でしょうか。 

２ 

松平地域で取り組むことができ
る内容を構想では検討しているた
め、今回の構想では「住み続けたい
まち」の実現に向け、「定住・移住
の促進」、「生活環境の向上」につい
て取り組んでまいります。

（２）方針 1-2 生活環境の向上
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

交
通
・
買
い
物
環
境
の
向
上

車を運転することができなくなっ
た場合に備えて、公共交通手段を増
やして欲しいです。 

７ 

 地域内では公共交通として、おい
でんバス、名鉄バス、松平地域タク
シーが運行しています。 
 これらの利用状況を踏まえなが
ら地域交通の充実を図っていきま
す。

中垣内を経由するバスの本数が増
えると高校の通学や高齢者や障がい
者が安全に利用できると思います。
（新双竜橋のバス停は乗降時に危険
がある）

2 

基幹バスの運行については、所管
する部署が関係法令、利用状況等を
踏まえ、利便性向上に取り組んでい
ます。 

バス停に自転車置き場を併設する
ことで高校の通学が便利になり、バ
スの利用者が増えるのではないでし
ょうか。

１ 

買い物場所、飲食店、コンビニ、
ドラッグストアなどの商業施設が増
えるといいと思います。 

９ 

 買い物環境の向上については、地
域タクシーの活用、移動販売の活用
に注力して取り組んでまいります。
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通
学
路
・
生
活
道
路
の
環
境
整
備

通学路及び生活道路の拡幅や歩道
整備が必要だと思います。 
また、拡幅整備をすることでウ
オーキングやサイクリングをしやす
い環境を整えてはいかがでしょう
か。 ７ 

道路整備については、市・県事業
とも、所管する部署が進めていま
す。 
通学路については、毎年、学校や
地域からいただいたご意見を関係
者（教育委員会、県公安委員会、道
路管理者等）が共有し、危険箇所の
改善を進めています。このうち、交
通事故の危険度が高い区間や利用
人数が多い区間では、順次歩道設置
を進めている状況です。

道路上から張り出している樹木の
伐採を行って欲しい。
また、歩道上で民地から張り出し
ている樹木、枝木などが通行者の体
に触れる程の所が多々あります。通
行者がケガを負う危険性があるた
め、地権者への注意喚起をお願いし
ます。 

３ 

いただいたご意見のとおり、私有
地から道路に張り出している樹木
は、地権者の方が維持管理する必要
があります。 
現在、通学路や生活道路の安心・
安全のために伐採が困難な場所の
支障木伐採事業を行っていますが、
地権者の方には、通行の妨げになら
ないよう維持管理の呼びかけをし
てまいります。

道
路
・
巴
川
河
川
敷
等

巴川河川は竹やぶが多いので見通
しが悪くなる。定期的な伐採をして
欲しい。 2 

現在、松平地区区長会がわくわく
事業を活用して、巴川河川敷の竹木
伐採を行っています。
伐採は多額の費用を要すること
から、徐々に伐採を進めています。

現在、地域課題解決事業で支障木
代採を行っていますが、年々木の成
長においついていないので不定期、
依頼ができるようになって欲しい。 １ 

支障木伐採事業は、自治区の要望
に基づき、計画的に進めています。
しかし、倒木等により急遽伐採する
必要が生じたものについては、随時
対応しています。 
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自
治
区
活
動
支
援

 環境美化活動や自治区のお役など
の負担が大きい。 
 環境美化活動の外注化やお役も各
人の希望に応じて、やれる範囲でや
れる人が実施するなど、自治区・コ
ミュニティ活動を見直して欲しい。

６ 

自治区活動の負担軽減を図るた
めに、何が活用できるかを検討して
いきます。 
いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 

各自治区の治動や情報を共有でき
る仕組みがあるといい。 ２ 

（３）方針 2-1 子育て環境の充実  
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

 今後の児童数が減少していくた
め、複式学級に転じていくことが推
測される。子どもの協調性、社会性
を養うために１学年２クラス以上と
なるように小学校の統廃合を検討し
たほうが良いのではないのでしょう
か。 
 また、統廃合した学校においては
スクールバスの運行が必要になると
思います。

3 

学校の統廃合については、関係す
る地域の同意が前提となります。従
って各地域の意向を注視してまい
ります。 

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

ちびっ子広場の環境をより良くし
て欲しい。 
 遊具、日陰、トイレ、水道などを
整えると子どもが遊びやすくなると
思います。

１ 

いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 

 子育て家庭には経済的支援(例：消
耗品の配布、補助券、クーポンなど)
また、出産祝い品や家庭で不用にな
った物(使用可能な物)を回収し、必
要な家庭に無償で貸すなど、生活し
やすい地域づくりが必要だと思いま
す。

１ 
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子どもの居場所づくりについて、
今後、小学 5 年生から学童や中学校
の部活動がなくなると聞いていま
す。10代前半の若者の居場所づくり
も必要になるのではないか。 
体育館での乳幼児を対像にした習
い事など既存の場所を活用したもの
を行って欲しい。 

３ 

いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 

（４）方針 2-2 住民交流の促進
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

高
齢
者
の
環
境

 地域の高齢化が進み、団塊世代が
自治区運営を主に担っている状況で
す。そのため、高齢者の組織を作り、
まちづくりの中での役割を支援する
ことが必要と考えます。 
 過去の阪神淡路、東北の震災時等
における炊き出しなどの復旧支援を
高齢者組織がお互いに協力して早期
に回復した例を参考に、まちづくり
の１つの担い手として考えます。 
 したがって、方針 2-2「住民交流
の促進」の中に「高齢者組織の育成
と支援」を追加し、各自治区の高齢
者組織の充実を図ることを計画して
はいかがでしょうか。

１ 

具体的なご提案ありがとうござ
います。おっしゃる通り高齢者組織
もまちづくりの重要な担い手と考
えています。 
今回の構想では方針 2-3「地域福
祉の充実」において「ささえあいの
地域づくり」に向けて取り組んでい
まいります。 
その具体的な取組を検討する際
の参考とさせていただきます。
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（５）方針 2-3 地域福祉の充実 
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

地
域
福
祉
の
充
実

 高齢化に伴い、民生委員による要
支援者の見守り、話し合いなどが今
後重要な課題になってくるのでは。

１ 

いただいたご意見のとおり、民生
委員の役割は大変重要となってい
ます。 
民生委員による一人暮らし高齢
者などの見守り活動等を行ってい
ますが、民生委員だけでなく、ご近
所のつながりによる地域の見守り
も必要になると考えています。

健
康
事
業
の
促
進

 高齢者の話合いができる場や機会
づくりなども取組として盛り込んだ
ものがいいと思います。 

１ 

いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 
なお、地域の方が交流できるよう
にマレットゴルフ場の活用やウ
オーキングイベントなどの支援を
していきます。

（６）方針 3-1 交通安全・防犯活動の推進 
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

交
通
安
全
対
策
・
防
犯
活
動

自治区内の道路、周辺環境を点検
し、カーブミラーなど設置するなど
対処できる体制を整えることが必要
だと思います。 ５ 

地域で取り組む交通安全対策と
して、道路や周辺環境の確認は必要
だと考えています。 
方針 3-1「④カーブミラーや白線
等の点検」において、地域で交通安
全対策に取り組める内容を検討し
てまいります。

 高齢者の方向けに「運転交通安全
教室」を開催する。 １ 

いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。

主要道路に街路灯を増やし、道を
明るくしたほうがいいと思います。

３ 

街路灯は条件が整えば、市・県の
所管部署に設置を求めることがで
きます。また、防犯灯の設置は自治
区で行っています。
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子どもの減少により、地域によっ
ては１人ないし２人程度の登下校に
なり、防犯面から安全が保たれてい
ないと思います。また、家族送迎と
なると今や共働き世帯も多く、難し
いため、スクールバスの活用が求め
られると思います。

２ 

いただいたご意見も参考にしな
がら事業を検討してまいります。 
なお、スクールバスは、一定の基
準を満たす地区において運用され
ています。基準に応じた運用を進め
てまいります。 

道路上で野生の動物や鳥が車やバ
イクに轢かれていることがあるた
め、その対策をして欲しい。 

1 

道路上の野生動物について、各道
路管理者によって取組がされてい
ます。 
道路上の動物の死骸を見かけま
したら、豊田市清掃業務課へご連絡
下さい。

（７）方針 3-2 地域防災力の強化
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

防
災
意
識
の
向
上

各地域において、住民に注意報、
警報などの災害情報を分かりやすく
伝達できる仕組みが必要です。 
また、県や市と連携できる体制の
確認、災害ボランティアを育成する
ことなどの検討が必要だと思いま
す。 

２ 

松平地域は、令和３年度に各自治
区の自主防災会の連携強化のため
に自主防災会連絡協議会を立上げ
ました。防災活動の取組の共有や課
題解決の場として活動しています。
いただいたご意見については、松
平地域の防災活動の取組を検討す
る際に参考とさせていただきます。

 組によって、防火水槽の有無があ
るため、消火栓とホースを設置し、
自治区の防災訓練などの活動につな
げていきたい。 

１ 

自治区によって防災活動は異な
っていると思います。各自治区に応
じた活動ができるように自治区活
動を推進していきます。 
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（８）方針 4-1 自然との共存 
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

豊
か
な
自
然
の
維
持
管
理

 草刈りボランティアについて、ク
ライミングやサイクリングをする人
にも声掛けをしてはどうか。 
また、草刈機講習会なども受入の
調整機関を整えて事業を進めて欲し
い。

２ 

いただいたご意見を参考に地域
の現状を踏まえながら、継続性のあ
る仕組みを検討してまいります。 

草刈作業ボランティアでは長続き
しないことも考えられます。自治区
が他の団体へ委託等ができるように
収入並びに経費を行政が支援するよ
うな対策が必要だと思います。 

２ 

林添の戸井田橋付近では蛍が飛び
ます。川の清掃等を行い、豊かな自
然を守っていくことが必要だと思い
ます。戸井田橋付近から川に降りら
れるような階段があるといいと思い
ます。 

１ 

松平地域にはこのような豊かな
自然が数多くあります。これらを守
るための地域活動の支援や地域と
行政が共働で取り組む活動を進め
てまいります。 

地域の環境保護案に対して賛成し
ますが、ソーラーパネルを設置する
取組などは、山林、パネル破損時の
有害物質の流出などの恐れがあるた
め避けて下さい。 

１ 

ソーラーパネルを設置する取組
は検討していませんでしたが、参考
とさせていただきます。 

鳥
獣
害
対
策

イノシシやシカによって、田畑だ
けでなく、道路肩や法面などにも被
害がでています。 
監視カメラ付きの檻などで狩猟活
動の強化をお願いしたい。 

２ 

いただいたご意見も参考にしな
がら事業を検討してまいります。 
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耕
作
地
の
維
持

 高齢化が進むにつれ、農業をやる
人が減り、また後継者がいないこと
で今後耕作できない田・畑が増加す
ることが予想されます。 
 休耕地を増やさないように他地域
の住民に賃貸借するなど対策が必
要。（住民同士による耕作地の共同管
理では先が見えてしまいます。）

３ 

いただいたご意見のとおり、地域
の高齢化に伴い、耕作を行わない田
畑が増え、耕作放棄地が増加するこ
とが予想されます。 
耕作地の維持をしていくために、
どのような対策ができるかを検討
してまいります。 
いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 

地域の高齢化、農機具の耐用年数
など採算面を考慮すると耕作放棄地
は増加することが予想されます。 
 対策として観光面も含めた付加価
値の高い農作物や小麦の自給率を高
めていくことなど農業の利益率を上
げることが必要だと思います。 
 農家だけでなく、企業、農家、行
政が連携して事業を展開することが
望ましいです。

１ 

（９）方針 4-2 歴史と文化の継承・地域資源の活用 
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

地
域
が
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り

二畳ケ滝の駐車場で数台しか駐車
できないため、観光客が多く路上駐
車が増加しています。駐車場の拡大
をお願いします。 

１ 

いただいたご意見は今後の具体
的な取組を検討する際の参考とさ
せていただきます。 
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（１０）その他の意見
分野 主な意見の概要 件数 松平地域会議 策定部会の考え

第
２
次
松
平
地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
関
す
る
提
案

2028 年にブルーベリー観光農園
の設立を検討中です。農園を訪れた
方が”松平に住みたい”と思えるため
に、豊かな自然を眺められる場所に
立地したいと考えています。
2028 年の設立に向けて就農準備
を進めているため、後期実践計画に
取り込んでいただければ幸いです。

１ 

後期実践計画策定時に「住みた
い」につながる取組として御提案い
ただけると幸いです。 
ご提案ありがとうございます。 

第
２
次
松
平
地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
関
す
る
提
案

 全体として間違ってはいないと思
いますが、総花的にいろいろなこと
を盛り込みすぎていて今後、目指す
方向がぼやけているように思いま
す。 
住民としては分かりづらく他人事
のように感じられてしまいます。

１ 

地域の方にも浸透するように、事
業の進捗管理を始め、地域への周知
を行ってまいります。

色々な取細みが有るのは良いが若
者の声が届く、聞いてもらえる地域
作りであって欲しいです。

１ 

前期実施計画の進捗の見える化を
して欲しい。

１ 

まちづくりの構想の主要テーマに
「産業」が入っていませんが、働く
場所、お金を落とすような要素を盛
り込んではどうでしょうか。 

１ 

「住み続けたいまち」の実現に向
けたご提案ありがとうございます。
今回の構想では「住み続けたいま
ち」の実現に向け、「定住・移住の
促進」、「生活環境の向上」について
取り組んでまいります。


